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１．研究計画の概要 
黄砂の発生自体を抑制するための提言の

根拠となるレベルでの砂漠化地域における
砂塵の舞い上がりと地表面状態の関係に関
する研究を行うことを目的とする。黄砂発生
源の中でも特に砂塵嵐の激しい、中国の荒漠
草原地域（甘粛省・張掖市）およびモンゴル
の自然植生（草原）地域（BayanUnjuul）を
観測対象地域とし、研究を行う。研究の主な
目的は以下の２点である。 
(1)砂塵（ダスト）の舞い上がりと地表面状態、
特に植生被覆や土壌水分との関係を現場観
測から得る。 
(2)観測によって得られた「点の地表面過程の
情報」を面的に広げるためのリモートセンシ
ング手法、すなわち黄砂発生源における地表
面状況を独自にモニタリング（黄砂発生ホッ
トスポットの特定）するためのプロダクトを
開発する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ダストの発生源であるモンゴルの半乾燥
地域において，枯れ草による物理的な飛砂防
止効果が存在することを飛砂の臨界風速の
観測から明らかにした。具体的には、植被率
が約 8%の 2008 年に対し、植被率が約 19%
の 2009 年はサルテーションの発生量が約
500 分の 1 と大幅に少なくなった。サルテー
ションの初動に対する臨界風速に関しても、
2009 年の方が大きな値となった。また、植
生は粒径が 130～500μm の範囲の粒子を選
択的にトラップしており、黄砂（ダスト）の
発生に対して植生は効果的な抑止力を持つ
ことが明らかとなった。 
(2)中国黄土高原を対象に，ダストの発生頻度
と植被率（衛星データから算定），表層土壌

水分（数値シミュレーションモデルから算
定）との関係を検討した結果，植被率が 18%，
比体積含水率が 0.2 を超えるとダストの発生
が抑えられることを明らかにした。 
(3)ダスト発生時期における土壌表層の土壌
水分をモニタリングするための指標を提示
した。これは、衛星による地表面温度と熱収
支モデルで計算された地表面温度を同化し
たものであり、モンゴルおよび中国黄土高原
における黄砂発生時期の表層土壌水分を観
測誤差の範囲内で再現することができた。 
(4)MODIS衛星による昼夜地表面温度と熱収
支モデルで計算された昼夜地表面温度を同
化した指標NTDI（Normalized Temperature 
Difference Index）を開発した。NTDI は、
従来よく用いられている正規化植生指標
（NDVI）と比較して、土地被覆（水域、灌
漑農地、天水農地、自然草地、裸地）による
地表面湿潤度の違いを明確に表しており、地
表面湿潤度のモニタリング方法として有効
な指標であることが示唆された。 
(5)ダストの発生と植被率の関係について定
式化し、黄砂発生源である北東アジアにおけ
る黄砂リスクの評価、黄砂被害の軽減および
現場における砂漠化防止事業の基礎資料と
して役立つ「黄砂ハザードマップ」の試作品
を公表した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
黄砂の発生と地表面状態（特に植生と土壌水
分）に関して、貴重なデータを得ることが出
来、このことが研究の進展に大きな影響を与
えている。 
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４．今後の研究の推進方策 
衛星による面的なモニタリング手法の確

立を目指す。具体的には、衛星による可視画
像から得られる植生指数と、熱赤外画像と気
象データを併用した地表面湿潤度指数を組
み合わせて黄砂発生源における地表面状況
を独自にモニタリングするためのプロダク
トを開発する。SYNOP 報の現在天気による黄
砂発生現況分布および風速分布と重ね合わ
せることによって、どのような地表面状態で
黄砂が発生し始めるか、すなわち、黄砂発生
の閾値を統計的に算出する。それに基づいて、
臨界風速の空間分布を算出し、最終的なプロ
ダクトとする。プロダクトは詳細な観測事実
によって検証され、臨界風速の誤判定率が
10%に収まるように努める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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